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■ 2024年 新年の挨拶 

暗雲立ち込める新年の幕開けを迎えて 

     － いのちのある限り行動を                   ２ 

  世界の危機、日本の危機のなかで迎えた2024年。元旦に襲った能登沖地震に飛 

行機事故という衝撃的な新年の幕開けに、大きな不安を抱きつつも、ともに考え、 

議論し、社会を変えるための行動をと呼びかける船橋邦子さんからの新年のメッセー 

ジです。 

 

■ ■ 北京JACオンライン学習会：乗松聡子さんを迎えて 

■   朝鮮戦争から考える沖縄と東アジアの平和                 ４ 

■   世界各地で戦火が拡大するなかで、東アジアでの戦争を想定した軍事基地化が沖 

■  縄では急速に進んでいます。12月３日の学習会では、日本の戦争責任を問わない平 

和主義の問題、朝鮮戦争と東アジアの平和についてカナダ９条の会を主宰する乗松 

聡子さんに語っていただきました。石田久仁子さんによる解説です。 

 

■ 独立行政法人 国立女性教育会館（NWEC）の行方は？            ６ 

1977年創立以来、女性のエンパワーメントの施設として国内及び国際的に重要な 

役割を果たしてきたNWECが新たな局面を迎えようとしています。その動きに一早 

く対応して政府への働きかけを進めてこられた村松泰子さんからの現状報告です。 

 

■ 災害ケースマネジメント：多様な被災者の主体的な自立・生活再建        ７ 

■   災害時に個別の被災、生活状況を把握し、一人ひとりに寄り添った支援の仕組み 

■  である「災害ケースマネジメント」についてJICA が10月に実施した課題別研修 

■  に関して「男女共同参画と災害復興ネットワーク」のメンバーである小林花さんに 

■  まとめていただきました。 

■  

■ 日本軍「慰安婦」問題と河野談話30年                   ８ 

昨年の2023年は日本軍「慰安婦問題」について自ら調査し事実認定を行い、「心 

からのお詫びと反省」をし、歴史教育に記憶の継承をうたった「河野談話」の30 

年目にあたる年でした。1990年代から、この問題に取り組んでこられた研究者で 

あり実践家である金富子さんの「河野談話」の限界と現状についてのレポートです。 

 

■ オンライン学習会、世話人会報告など                  １０ 

 

 


